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正
社
員
化
と
均
等
待
遇
を

求
め
て
３
月
３
日
、
日
本
郵
政

本
社
前
集
会
に
２
０
０
人
！ 

 
 

郵
政
グ
ル
ー
プ
で
働
く
非
正
規

労
働
者
は
19
万
４
０
０
０
人
以
上

と
日
本
一
の
人
数
で
、
グ
ル
ー
プ

社
員
の
46
・
７
％
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。 

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
の
日
巻
委

員
長
は
、
日
本
共
産
党
の
大
門
実

紀
史
参
院
議
員
の
国
会
質
問
で
政

府
が
10
万
人
正
社
員
化
を
約
束
し

て
い
る
、
と
指
摘
し
「
郵
政
は
高

い
公
共
性
が
あ
り
、
責
任
が
あ
る
。

正
社
員
化
と
均
等
待
遇
を
春
闘
の

柱
に
す
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

              

各
職
場
の
非
正
規
労
働
者
が

次
々
に
訴
え
ま
し
た
。
東
京
の
男

性
は
「
昨
日
も
雨
の
中
を
配
達
し

た
。
正
社
員
と
働
き
方
は
同
じ
な

の
に
、
格
差
は
お
か
し
い
」
と
発

言
。 

 

大
阪
の
男
性
は
「
民
営
化
し
て

か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
が
広
が
り
、
ト
ラ

ブ
ル
は
ほ
ぼ
毎
日
。
人
員
が
足
り

な
い
」
と
強
調
。
神
戸
の
女
性
は

「
夫
婦
と
も
に
非
正
規
雇
用
で
苦

し
い
。
正
社
員
化
の
約
束
を
守
っ

て
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

本
社
前
の
行
動
後
、
衆
院
第
２

議
員
会
館
で
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

札
幌
中
央
郵
便
局
か
ら
参
加
の

非
正
規
労
働
者
は
「
期
間
雇
用
社

員
が
、
た
ま
た
ま
、
勤
務
指
定
表

を
見
誤
り
始
業
時
間
に
40
分
遅

刻
し
た
、
時
間
給
で
処
理
す
る
の

が
普
通
な
の
だ
が
、
統
括
か
ら
遅

刻
届
け
を
提
出
す
る
よ
う
指
導
さ

れ
た
。
ス
キ
ル
評
価
で
10
円
時
給

を
下
げ
ら
れ
、
郵
産
労
ユ
ニ
オ
ン

で
「
苦
情
処
理
」
を
し
て
、
10
円

の
時
給
下
げ
は
撤
回
さ
れ
40
円

時
給
が
上
が
っ
た
。
ス
キ
ル
も
B

無
か
ら
B
有
へ
と
な
っ
た
。
泣
き

寝
入
り
は
絶
対
し
な
い
方
が
良
い

と
報
告
し
ま
し
た
。 

 

長
崎
県
（
非
正
規
）
バ
イ
ク
が
入

ら
ず
階
段
で
し
か
出
来
な
い
所
で
配

達
し
て
い
る
状
態
、
一
つ
の
ミ
ス
で

時
給
が
下
げ
ら
れ
る
毎
日
ピ
リ
ピ
リ

し
た
状
態
。 

 

東
京
（
非
正
規
）
正
社
員
と
ほ
ぼ
同

じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
こ
の
待

遇
。 

             
 

兵
庫
県
西
宮
（
外
務
）
設
備
を
き

ち
ん
し
て
欲
し
い
、
足
り
な
く
な
っ

た
場
合
・
・
・
他
の
所
か
ら
借
り
る
。

速
達
・
通
配
・
を
混
合
で
配
達
し
て

い
る
が
、
速
達
だ
け
で
30
分
も
時
間

が
か
か
る
。 

 
 

         

              

札
幌
中
央
郵
便
局
普
通
郵
便

で
は
、
昨
年
20
人
雇
用
に
な
っ
た

が
、
全
員
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
年

末
に
は
、
東
京
方
面
か
ら
の
物
量

が
多
過
ぎ
（
特
々
特
割
）
て
、
支

社
か
ら
実
情
調
査
に
入
る
状
態

だ
っ
た
。 

 

広
島
県
呉
市
（
非
正
規
）
D
O

S
S
で
管
理
さ
れ
職
場
の
雰
囲

気
が
暗
く
な
っ
た
。
事
故
を
起
こ

し
た
ら
減
給
。 

 

高
知
県
（
非
正
規
）
外
務
、
新

一
般
職
を
受
け
た
が
高
知
県
で

応
募
し
た
全
員
が
落
ち
た
。
営
業

指
標
（
年
賀
４
５
０
０
枚
）
全
て

満
た
さ
れ
な
い
と
ダ
メ
。 

 
 

 

  

２
０
１
４
年 

春
闘
地
域
総
行
動 

  

札
幌
支
部
は
、
札
幌

市
内
集
配
郵
便
局
９
局

に
「
春
闘
ビ
ラ
・
新
人

事
制
度
ビ
ラ
を
門
前
配

布
す
る
。 

17
日 手

稲 

18
日 札

幌
中
央
・
札
幌
西 

篠
路
・
山
鼻 

19
日 札

幌
東
・
丘
珠 

20
日 札

幌
北
・
札
幌
南 

 

 新設される業績手当は正社員（期間雇用社員はごく

一部分）のみが対象です。いくら営業や業務を正社員

と同様に頑張っても多くの期間雇用社員には業績手当

はつきません。これは、法律が禁じる不合理な差別に

あたります。私たちは、JP 労組が導入を求め、早々に

会社と妥結した「新人事・給与制度」の見直しを求め

ています。 



 

日
本
郵
政
1．3
兆
円
の
設
備
投
資 

中
期
経
営
計
画
・ 

年
20
〜
25
局
の
統
廃
合
！ 

 

日
本
郵
政
は
２
月
26
日
、
２
０

１
４
〜
１
６
年
度
に
グ
ル
ー
プ
全

体
で
年
間
４
３
０
０
億
円
、
３
カ
年

の
総
額
で
１
兆
３
千
億
円
を
投
資

す
る
こ
と
を
柱
と
し
た
中
期
経
営

計
画
を
発
表
し
た
。 

 

計
画
最
終
年
度
16
年
度
連
結
純

利
益
は
３
５
０
０
億
円
を
目
指
す

と
し
た
。
１
３
年
度
業
績
予
想
の
４

２
０
０
億
円
か
ら
減
益
に
つ
い
て
、

西
室
社
長
は
「
民
間
企
業
と
の
競
争

に
備
え
て
経
営
基
盤
の
強
化
を
図

る
」
と
記
者
会
見
で
述
べ
た
。 

  

中
期
経
営
計
画
の
ポ
イ
ン
ト 

１
・
老
朽
化
し
た
郵
便
局
の
改
修
や

シ
ス
テ
ム
刷
新
、
不
動
産
開
発
な

ど
に
２
０
１
４
〜
１
６
年
度
の

３
年
間
で
総
額
１
兆
３
千
億
円

を
投
資 

２
・
郵
便
局
は
都
市
部
を
中
心
に
再

編
。
年
間
10
局
程
度
を
新
規
出

店
す
る
一
方
、
20
〜
25
局
を
統

廃
合 

３
・
宅
配
便
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
コ

ン
ビ
ニ
受
け
取
り
や
、
郵
便
局
の

夜
間
や
休
日
の
営
業
時
間
の
拡

充
で
利
便
性
を
向
上 

４
・
か
ん
ぽ
生
命
保
険
は
今
年
４
月

に
学
資
保
険
の
新
商
品
を
発
売 

５
・
グ
ル
ー
プ
全
体
の
１
６
年
度
の

連
結
純
利
益
３
５
０
０
億
円
を

目
指
す 

郵
政
顧
問
医
報
酬
2・3
億
円 

グ
ル
ー
プ
３
社
24
人
に 

 

日
本
郵
政
の
西
室
社
長
は
、
グ
ル
ー

プ
３
社
に
計
24
人
の
顧
問
が
在
籍
し

て
お
り
、
約
２
億
３
０
０
０
万
円
が
年

間
報
酬
額
と
、
記
者
会
見
で
発
表
し

た
。 非

正
規
職
員
の
年
間
収
入
の
５
倍

を
数
ケ
月
で
ゲ
ッ
ト
！ 

 
こ
の
う
ち
、
財
務
省
OB
の
坂
前
社

長
は
年
間
１
０
０
０
万
円
の
契
約
で

就
任
し
た
も
の
の
、
３
月
５
日
付
で
退

任
し
た
た
め
、
５
０
０
万
円
で
報
酬
を

打
ち
切
っ
た
と
話
し
ま
し
た
。 

西
室
社
長
は
「
上
場
に
当
た
り
、
坂

さ
ん
に
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
も
当
然
あ
る
。
顧
問
に
な
っ
て
い
た

だ
い
た
の
は
私
の
経
営
判
断
。
坂
さ
ん

に
は
迷
惑
を
掛
け
た
」
と
述
べ
た
。 

「
（
顧
問
の
）
半
分
く
ら
い
は
旧
郵

政
省
（
現
総
務
省
）
出
身
者
」
と
話
し

た
が
、
３
月
末
で
退
任
す
る
そ
の
他
の

顧
問
23
人
の
氏
名
に
つ
い
て
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
理
由
に
公
表
し
な
か
っ
た
。

顧
問
の
内
訳
は
日
本
郵
政
６
人
、
日
本

郵
便
11
人
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
７
人
。

報
酬
に
つ
い
て
「
ゼ
ロ
も
い
る
し
、
坂

さ
ん
の
倍
も
い
る
」
と
説
明
し
た
。 

職
員
は
こ
ん
な
顧
問
知
ら
な
い
！ 

 

読
み
疲
れ
に
一
服
！ 

 

北
海
道
方
言
を
紹
介
し
ま
す
。 

ば
く
る
＝
と
り
か
え
る 

な
げ
る
＝
捨
て
る 

か
っ
ち
ゃ
く
＝
ひ
っ
か
く 

ち
ょ
す
＝
さ
わ
る
、
い
じ
る 

し
ば
れ
る
＝
ひ
ど
く
寒
い
、
こ
お
り
つ

く し
ゃ
っ
こ
い
＝
冷
た
い 

お
だ
つ
＝
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る 

わ
や
＝
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ 

い
ず
い
＝
（
目
に
入
っ
た
ご
み
が
）
ご

ろ
ご
ろ
す
る 

な
ど 

め
ん
こ
い
＝
か
わ
い
ら
し
い 

あ
ず
ま
し
い
＝
気
分
が
ゆ
っ
た
り
し
て

い
る 

こ
わ
い
＝
つ
か
れ
た 

な
ま
ら
＝
大
変
、
非
常
に 

し
た
っ
け
（
ね
）
＝
さ
よ
う
な
ら 

な

ど と
う
き
び
＝
と
う
も
ろ
こ
し 

 

 

株
式
上
場
の
問
題
点 

 

１
２
年
10
月
、
日
本
郵
政
グ
ル

ー
プ
は
、
日
本
郵
政
の
株
式
に
つ

い
て
２
０
１
５
年
秋
に
上
場
（
第

一
次
売
却
）
す
る
、
ま
た
金
融
２

社
に
つ
い
て
は
、
日
本
郵
政
の
株

式
が
２
分
の
１
処
分
ま
で
に
方
針

を
明
確
に
す
る
と
し
、
そ
の
た
め

に
上
場
が
可
能
と
な
る
体
制
の
整

備
を
図
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

１
２
年
12
月
の
政
権
交
代
で
安
倍

政
権
の
も
と
で
復
興
予
算
枠
が
２

４
兆
円
に
拡
大
さ
れ
、
上
積
み
す

る
５
兆
円
の
財
源
に
つ
い
て
は
日

本
郵
政
株
式
の
売
却
益
４
兆
円
を

充
て
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。 

 

こ
れ
を
う
け
て
日
本
郵
政
グ
ル

ー
プ
は
、
１
３
年
１
月
野
村
證
券

と
上
場
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を
再

契
約
し
、
上
場
準
部
室
を
設
置
し

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
検
証
作
業
に

入
っ
て
い
る
。 

 

３
月
29
日
、
総
務
省
が
認
可
し

た
平
成
25
年
度
事
業
計
画
で
も
株

式
処
分
を
可
能
と
す
る
た
め
に
①

中
期
経
営
計
画
の
策
定
、
②
金
融

２
社
の
株
式
処
分
の
方
針
の
明
確

化
、
③
各
社
と
連
携
し
支
援
を
行

う
と
し
中
期
経
営
計
画
（
２
月
26

日
公
表
）
を
策
定
。 

 

株
式
上
場
へ
動
き
が
加
速
し
て

い
る
が
日
本
郵
政
の
経
営
見
通
し

を
明
ら
か
に
出
来
ず
に
い
る
。
復

興
支
援
に
充
て
る
復
興
財
源
特
措

法
で
は
、
①
経
営
状
況
、
②
収
益

の
見
通
し
、
③
そ
の
他
の
事
情
を

勘
案
す
る
と
し
て
い
る
。 

 

 

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
の
立
場
・
政
策 

（
１
）
郵
政
株
は
国
民
の
共
有
財
産
で

あ
り
、
売
却
の
目
的
、
方
法
の
論
議
が

必
要
。
衆
参
議
員
で
の
附
帯
決
議
が
あ

る
が
論
議
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
２
）
株
式
上
場
に
よ
っ
て
短
期
的
な

利
益
を
求
め
ら
れ
る
。
機
関
投
資
家
な

ど
大
口
株
主
が
経
営
の
主
導
権
を
握
る

と
経
営
方
針
の
変
更
や
経
営
者
の
人
事

が
牛
耳
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
一
部
の
大

口
株
主
や
と
り
わ
け
外
国
資
本
の
参
入

を
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

（
３
）
改
正
郵
政
民
営
化
法
は
、
株
式

処
分
を
明
記
し
て
い
る
が
条
件
が
あ

る
。
日
本
郵
政
（
株
）
で
見
る
と
、「
出

来
る
だ
け
早
期
に
減
ず
る
」
と
し
て
い

る
が
、
国
は
３
分
の
１
を
超
え
株
式
を

保
有
す
る
。
金
融
２
社
は
、
全
部
の
処

分
を
目
指
す
が
、
た
だ
し
、
経
営
状
況
、

債
務
履
行
へ
の
影
響
を
勘
案
す
る
、
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
51
％
株
を
処

分
す
る
と
経
営
権
が
支
配
さ
れ
る
の
で

金
融
２
社
の
処
分
の
方
針
の
確
立
と
変

更
が
可
能
と
な
る
。
従
っ
て
金
融
２
社
の

株
式
処
分
の
方
法
を
一
体
的
な
論
議
が

必
要
で
あ
る
。 

（
４
）
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
経
営
状
況
、

中
期
的
に
経
営
計
画
に
つ
い
て
の
分

析
、
検
討
が
必
要
。
今
日
の
世
界
的
な

郵
便
利
用
の
減
少
、
金
融
２
社
の
国
債

偏
重
の
資
金
運
用
、
消
費
税
の
増
税

等
々
か
ら
し
て
厳
し
い
経
営
状
況
が
続

い
て
い
る
。
し
か
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

よ
っ
て
金
融
２
社
の
新
規
業
務
、
業
務

拡
大
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
経
営
状

況
か
ら
し
て
株
式
上
場
は
相
当
困
難
で

あ
る
。 




